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幕州浬冨

皇太子殿下には最近次第に大きく取り上げられるよ

うに狂ってきた地熱発電に強い関心を示されそれにつ

いて浜尾東宮侍従と科学技術庁新技術開発議業団代表

者等の間で打ち合わせカミなされこの問題についてご進

講申し上げることカミ決まり筆者は選ばれてこの光栄に

浴することになった.時は2月3目の午前所は東宮

御所においてであった.当目は午前10時少し前に御所

に参上しご進講のへやに案内された､まもなく殿下

カミお出ましになり襲ず井上科学技術庁薯務次官から殿

下に筆者らを紹介された.細長いテｰブルを闘んで

殿下の両側には鈴木東宮大夫戸関東宮侍従長浜麗東

宮侍従そして側面に井上科学技術庁事務次官梶井科学

技術庁長官官房秘書課長殿下に面する側に鈴江新技術

開発事業団理事長をはさんで富岡東化工(株)社長と筆

者が両側に着席した･はじめぽ鈴江理事長カミ事業団の

内容を簡単にご説明申し上げ続いて筆者から地熱に関

して次のようにご進講申し上げた.

まずはじめに地殻の下のプントル上部では岩石が

その熔融点以上の温度になるところがありそれがいわ

ゆるマグマでこのマグマの冷却に伴いその中のガス

蒸気が下方より割れ目に沿って上昇し地表近くに溜ると

ころができる.これをマグマ溜りといいこれカミ地上

に噴出すれば火山爆発となる.そしてある程度温度か

下ったところでこのぼう大な熱容量をもつマグマ溜り

からガスまたは蒸気が外部から地下に浸透した水を熱

し蒸気または熱水をつくる､この場合臨界温度374℃

以上では恥Oは液体ではあり得ずガスまたは過熱蒸

気のようなものである赫ごの温陵以下では圧力次第で

蒸気あるいは熱水と匁ゆ得このよう枚地域にボｰリン

グすることによって減圧されその蒸気によってタｰ

ビンを回転させ発電する.び)ような地熱地帯の地下

構造を調べるために地質学地球物遡1地球化学の方法

が用いられる｡地下に熱氣あるいは熱水をためるには

帽岩が大きな役割りをする吉凄た地下から続いた割れ

目が通路として大切である,イタリアぶエｰジ山ラ

ンドァイスランドアメリカン連や中南米の地熱発

電やその研究のありさまさらに日本の北海道松川八

幡平鬼首那須大岳等の現状.そして現在当本

では温泉地帯は地熱発電には使えない｡さらに地熱の

桝究については工業技術院時代からそして現在行なっ

ている研究機関としてほコ三業技術院地質調査所大学電

源開発会社あるいは発電を利用する会社などがある､

地熱に関する国際連合の活動や国内では地熱調査会があ

ること由終1)に今回成功を見た松川の地熱開発につい

ての東化工(株)と地質調査所との共同研究の内容と

くに地下構造と状態について地質および地震探査1電気

探査による地下断面関を岩石のサンブノレと共にごらんい

ただいた｡またそれとの関連でニュｰジｰランドワイ

ラケイの地下構造をサンプルと共にご説明申し上げた.

筆者グ)あと當岡社長から今回の作業について苦心談

を中し上げた.引き続きボｰリング作業から発電機

･送電欝の地上設備に至る寮情がこまかく撮影された貴

重姑肋狼映画汀地熱発電｣(企爾:凍化工(株)中村

進部長東映製作)を山ヒ映しごらんいただいたのである.

(この映画の揃半は一昨隼筆者かニュｰヨｰクの国連本

部や同年蕪の国際火山学会の際ニュｰジｰランドで上映

した冨節し上げた).殿下紀は終始非常にご熱心であら

れた,以上のあとお茶をいただきながら殿下からい

ろいろグ)ご下間カミありそれにお答えした.

たとえば裏ず松川の工事で寮故はたかったか日

本の温泉を地熱のエネルギｰに換算するとどの位か一

つの地熱地帯の規模と寿命(自然の場合と発電の場合)

昌本および世界でのこれからあと何年かの地熱発電の発

展の予想(見とおし)と発電kW数臨界温度前後のマ

グマの中の状態スゲ一ルや腐蝕の対策それによる坑

井の寿命地熱発電の単価地熱発電の場合の発電機は

水力や火力発電あるいは原子力発電に比べてむずかしい

のか日本とニュｰジｰランドの地熱地帯の構造のちカミ

い蒸気と熱水¢)分離等昔そして最後に瑛業団での成

否の判別ガ法と基準それに関しての松川の場合のこと

活火山で地熱発電ができるか匁とである告

当賞は非公武ク)スケジ倣一ルでもあり殿下にはごき

げんうるわしくここにしるしたようにご活発に数存の

ことをおたずねにな1)それに筆暫らはお答え蹄し上げ

たが非常にご熱心でまた科学を愛されているお姿をま

ダ)あたりに拝して感激した古ご予定の時閥を30分も超

過して12時30分にン)ご進講を終り東宮御所を退出した.

(ご進徽こは擬料として(ユ)ギ地熱発驚の趨勢J(2)｢岩手県

繊川の地熱発鱈jを鰍､1二いごこれ帥)作成･打合せについて科学

技術庁新技術開発籍榮働東化工微式会社にお礼申し｣二けたい)

(筆者は物理探斑部長)�


